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第 1 章  総 則 

1.1  概 説 

近年，地球温暖化をはじめとする地球環境問題を念頭にした新エネルギ−の導入促進により，風力発電

設備がかなりのスピードで増え続けている。・・・・・・・・・・・・・・・1）。 

1.2  適用範囲 

本指針は，モノポール支持式のプロペラ式風車を用いた風力発電設備を対象として，暴風時に作用

する風荷重の算定及び構造設計あるいは構造性能評価を行う場合に適用する。 

(1)・・・・・・・・・ 

 1)・・・・・・・・ 

【解説】 

本指針は，風力発電設備の設計・建設に当たり，適切な耐風設計を行うことができるよう，現状の規・

基準類や知見をとりまとめたものである・・・・・・・・・・・。 

表 1.1  適用範囲外の風車の例 

垂直軸風車 ダリウス式，直線翼式，サボニウス式，パドル式，

クロスフロー式，Ｓ型ロータ式など。 

プロペラ式以外の水平軸風車 オランダ式，セイルウイング式，多翼式など。 

1.3  風車の基礎知識 

1.3.1  風車の概要 

(a)・・・・・ 

風力発電は，自然エネルギーである風力エネルギーを電気エネルギーに変換して利用するものであり，

変換の過程としては，風のエネルギーを風車（風力タービン）により回転という運動エネルギーに変え，

次ぎにその回転を歯車などで増速して発電機を動かし電気エネルギーへ変換を行うものである。 

一般に，風は地上から上空に向かうほど強くなるため，風車の高さはできるだけ高くした方が有利であ

り， A ，また風車の取得エネルギーは風車の羽根(ブレード)の回転面の受圧面積に比例するため，ブレ

ードを長くしたほうが有利となる。現在，多く用いられているプロペラ式風車の大きさは，定格出力が
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600kW の場合，タワー高さは 40～50m，羽根の直径は 45～50m で、1,000kW～2,000kW の場合では、タワ

ーの高さは 60～90m で羽根の直径は 60～80m である。 

風は，風向きや風速が絶えず変動するため，安定した発電出力が得にくいことや風のエネルギー密度が

小さいことから，風力発電システムには，常に羽根の回転面を風の方向に向けるためのヨー制御や出力を

制御するピッチ制御の機能が備わっており，より多くの安定した出力が得られるような工夫がなされてい

る。また，低風速でも発電可能となるよう大小２つの発電機を備えて風速により発電機を切替え，幅広い

風速領域で効率良く発電が行える風力発電システムもある。 
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図 1.1  一般的な風力発電システムの構成 
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ここで， 

Er：平均風速の変換係数 
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補足説明： 

・ページは，[章番号]-[ページ番号]として下さい。指針出版時には，通しに変更する。 

・図の「レイアウト」は，可能な限り「行内」でお願いする。 

・句読点は，「，」「。」を使用して下さい。 

・Windows 版 Word 2000」の設定例を示します。他のバージョンの場合も，同様の設定でお願いする。 

・文章中の（）は全角。(1)や(a)に付く（）は文章中でも見出しでも半角。 

・1 ページ目のヘッダーはページ番号のみ（章タイトルは入れない）。 

・偶数ページで終わるようにする。 

・第 2 章のフロー図と第 13 章の関連法規の字と式のサイズは 8 ポイントにする。 

・章、節、項の振り方は以下のようにする。  1 （章）→1.1 （節）→1.1.1 （項、１項のみの

場合は項をつけない）→ (a), (b) （その下はゴシックのタイトルを使用する） 

・囲みの中の振り方は以下のようにする。 (1), (2)  →1), 2) 

・数式を参照する場合の表現は式（  ）とし、括弧は半角とする。 

・図，表は原則的にはめ込み式にしない。 

・記号の説明は「ここで，」とする。数値の桁区切りの「，」は入れない。 

・【解説】の段落前・後間隔はそれぞれ 0.5 行,フォントは MS ゴシック 10pt とし，【他法規，規準，

指針等との関連】の段落前・後間隔はそれぞれ 1 行・0.5 行とする。 

・注 1)，注 2)の数字と括弧も半角とする。 

・単位，数字につく括弧は半角 

 

注：本資料は「風力発電設備支持物構造設計指針・同解説 2010 年版」を作成する際に用いたフォ

ーマットである。 
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   ファイル---ページ設定 

     

 

   ヘッダーとフッター ページ番号 
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   章見出し 

   

 

   節見出し 

   

   項見出し 
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   表タイトル 

   

   図タイトル 

   

   数式 

   

ペペーージジ設設定定のの

フフォォンントト設設定定とと

同同じじでですす。。  

ペペーージジ設設定定のの

フフォォンントト設設定定とと

同同じじでですす。。  

ペペーージジ設設定定のの

フフォォンントト設設定定とと

同同じじでですす。。  
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